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ケアセンターけやき　Dx委員会
でぃーえっくすいいんかい

①職場単位の活動

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

笹川　義弘

取り組種別 問題解決型

松崎　裕統　（言語聴覚士）

平井　敏男

吉田　卓 作業療法士

松尾　延介 ケアマネージャー

島田　聡美 ケアマネージャー

介護福祉士

言語聴覚士松崎　裕統

金井　卓己 理学療法士

介護福祉士

ケアワーカー

阿部　慎太郎

松井　優果

斎藤　優

令和5年5月　～　令和5年11月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

指標：基本料のベースとなるデマンド値を理解してデマンド値が上がらない対応、節電対応を心掛け、電気代
削減を目指します。（デマンドシステム）

目標：①基本料金を昨年同時期比　23％削減する
　　　 ②電力使用量による料金を昨年同時期比100％とする

・節電機能のあるウオッシュレットの設定
・節電POPの更新と呼びかけ
・空調温度変更時のルール再共有
・デマンド値上昇時の節電対応（電源OFF)、残業時の場所指定指示と電源OFF
・デマンドシステムの勉強会、各職員への同勉強会受講促し
・デマンド値及び使用量の共有

（実施前）デマンド値に関して　理解している　26％
　　　　　　利用量に関して意識していない、節電に動けていない　28％

（実施後）デマンド値に関して　理解している　47％
　　　　　　利用量に関して意識していない、節電に動けていない　12％

標準化：電気使用量が多くなる夏季(７月～１０月)、冬季(１２月～２月)にデマンド値の測定、周知を行う
管理：月に１度施設のエアコン設定温度（節電対応物品）を確認し、適温に設定・指導を行う
教育：年に１度デマンドシステムについて、各部署で説明を行う

笹川
ささかわ　

　義弘
よしひろ

　（介護福祉士）ケアセンターけやき

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

③管理部門

④その他

リーダー名
（職種）

回

活動期間
介護福祉士

介護福祉士

施設名

演題名 燃料価格高騰期における電気代の削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

感染症対応で換気優先として上昇していた電気代は、世界的情勢の影響も受けて更に高くなりました。
コロナウィルス感染症も5類移行となり、節電をテーマとして電気代の削減に取り組むこととしました。
けやきは、電気代の基本料のベースとなるデマンド値を計るシステムを取り入れていたので、そのシステムを
活用して改善できると思いました。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 15

島山　智貴 事務



【現状把握】

笹川　義弘　（介護福祉士）

ケアセンターけやき　Dx委員会

【目標設定】

【要因解析】

【対策の立案と実施】

外部的要因

・輸入価格の上昇

・円安

・新型コロナウイルス

内部的要因

・節電意識の欠如

・デマンドシステムの

認識・理解不足

電気代上昇した要因

・節電意識が低い

・物品の使用が不適切

・電気機器の使用数、時間の増加

・デマンドシステムがわからない

・節電の為何をしたら良いか

わからない



【対策の立案と実施】

笹
川　

ケアセンターけやき　Dx委員会

対策内容

１．節電物品の設定

２．ルールの再共有

３．節電の指示と推進

４．デマンドシステムの

浸透と対応

５．情報の共有



【効果の確認】

笹
川　

ケアセンターけやき　Dx委員会

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


